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１．はじめに 

 近年，治水機能増強などを目的としたダム再開発

事業が全国各地で建設・計画されている．その再開

発手法は，既存ダムの嵩上げや利水容量の振替えな

どが挙げられる． 

 このようなダム再開発事業を円滑に行うためには，

本施工の計画だけでなく仮設備計画についても，そ

の重要性は非常に高いものであると考えられる． 

 本稿では，特にダム再開発事業の利水容量振替え

による『利水管路切替え』を取上げ，その施工に係

わる仮設構台の設置・撤去計画について報告を行う． 

２．仮設備の施工条件 

 本工事となる利水管路切替えについて概要を図１

に示す．また，本工事に係わる仮設備の施工条件に

は以下の点が挙げられる． 

ａ）利水管路の機能を最大限維持した施工が求めら

れる． 

ｂ）既設利水管路は２条あり，切替えに先立ちダム

堤体の穴あけが必要である． 

ｃ）ダム堤体の穴あけに用いる重機などの作業スペ

ースとして，下流側坑口に仮設構台の設置が必

要である． 

ｄ）利水管路切替え箇所は既設構造物など支障物が

多く，作業スペースも狭隘である． 

ｅ）仮設構台の設置・撤去および新設利水管路の敷

設はダム天端に設けた施工ヤード（仮設構台）

から行う． 

 

 

 

 

 

 

３．仮設構台および利水管路切替えの施工順序 

 本仮設備計画における仮設構台設置・配置換え・

撤去および利水管路の切替えは以下の順序で行う． 

ａ）下流側坑口に仮設構台を設置し，堤体穴あけ①

および新設利水管路①敷設（堤内管）を行う． 

ｂ）既設利水管路①を撤去し，仮設構台を拡張する． 

ｃ）仮設構台を部分撤去し，堤体穴あけ②および新

設利水管路②敷設（堤内管）を行う． 

ｄ）新設利水管路①敷設（堤外管）を行う． 

ｅ）新設利水管路①の完成後，既設利水管路②およ

び仮設構台を撤去する． 

ｆ）新設利水管路②敷設（堤外管）を行う． 

 なお，上記施工順序を図２に示す． 
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図１ 利水管路切替え概要図 
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【Step1】 

1）仮設構台設置 

2）堤体穴あけ①施工

3）新設利水管路① 

敷設（堤内管） 

※ 既設利水管路①・ 

②供用中 

【Step2】 

4）既設利水管路① 

撤去 

5）仮設構台拡張 

※ 既設利水管路② 

供用中 
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４．仮設構台設置・撤去計画の効果 

 仮設構台の配置換えおよび形状工夫による効果と

して，以下の事項が挙げられる． 

ａ）堤体穴あけ①の下流側坑口部分と共に新設利水

管路①に沿うように仮設構台を設置することで，

堤体穴あけ②において使用する重機の移動が可

能となり，堤体穴あけ①から堤体穴あけ②にか

けて，仮設構台を拡張する範囲を最小限に抑え

ることが出来る． 

ｂ）堤体穴あけ①の完了後，下流側坑口部分の仮設

構台を撤去することで，新設利水管路①の敷設

に支障とならないことから，利水管路を１条ず

つ切替えることが可能である． 

ｃ）２条同時切替えの場合と比較して，図３に示す

ように施工期間は２ヶ月程度長くなるが，常に

１条は利水運用が可能な状況にあり，利水機能

への影響は最小限に抑えることが可能である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 今後，ダム再開発事業において，堤体および付属

設備の機能を維持した状態での工事は増えてくるも

のと思われる． 

 このような工事は一から新設する場合と違って，

限られたスペースかつ既設構造物との近接施工など，

難易度の高いものとなることから，仮設備計画には

さらなる創意工夫が必要である． 

 本稿がダム再開発事業において，既設構造物を運

用しながらの設備改修に伴う仮設備計画の一助とな

ることを期待している． 

【Step3】 

6）仮設構台部分撤去

7）堤体穴あけ②施工

8）新設利水管路② 

敷設（堤内管） 

※ 既設利水管路② 

供用中 

【Step4】 

9）新設利水管路① 

敷設（堤外管） 

※ 新設利水管路①・ 

既設利水管路② 

供用中 

【Step5】 

10）既設利水管路② 

撤去 

11）仮設構台撤去 

※ 新設利水管路① 

供用中 

【Step6】 

12）新設利水管路② 

敷設（堤外管） 

※ 新設利水管路①・

②供用中 

図２ 仮設構台設置・撤去および 

利水管路の切替えステップ平面図 

1.0ヶ月1.0ヶ月

6.7ヶ月 6.7ヶ月 11.9ヶ月 11.5ヶ月

1.5ヶ月

3.3ヶ月1.0ヶ月1.0ヶ月

6.7ヶ月 6.7ヶ月 11.9ヶ月 11.5ヶ月

既設利水管路①撤去 新設利水管路①敷設

既設利水管路②撤去 新設利水管路②敷設

堤体穴あけ① 仮設構台設置・撤去

堤体穴あけ②

1条ずつ切替えの場合（合計42.1ヶ月）

2条同時切替えの場合（合計40.3ヶ月）

図３ 切替え方法と施工月数の違い
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